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四
月
二
十
三
日
、
本
店
九
階
南
側
に

製
作
を
進
め
て
い
た
「
慰
霊
碑
」
の
建

立
に
合
わ
せ
、
溝
辺
社
長
を
は
じ
め
当

社
本
店
在
籍
役
員
、
労
働
組
合
本
部
四

役
、
火
友
会
会
長
・
副
会
長
、
N
P
C

安
全
衛
生
協
力
会
会
長
・
副
会
長
二
十

名
が
参
列
し
、
除
幕
式
（
慰
霊
祭
）
を

行
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
創
立
か
ら
こ
れ
ま
で
に

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
役
員
や
社
員

（
退
職
者
を
含
む
）、
労
働
災
害
で
命
を

落
と
し
た
協
力
会
社
四
百
五
十
三
名
の

氏
名
が
入
っ
た
名
簿
を
溝
辺
社
長
が
慰

霊
碑
に
奉
納
し
、
先
輩
方
の
魂
を
入
魂
。

参
列
者
全
員
で
黙
祷
を
行
い
、
故
人
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
溝
辺
社
長
は
当
社
の
発
展

と
成
長
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
と
「
偉

大
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
ご
苦

労
と
叡
智
に
思
い
を
馳
せ
て
、
様
々

な
苦
難
を
全
力
で
克
服
し
て
い
く
覚

悟
。
電
力
の
安
定
供
給
に
貢
献
す
る

と
い
う
原
点
を
使
命
と
し
て
、
更
な

る
高
み
に
飛
躍
で
き
る
よ
う
一
層
精

進
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
列
者
全
員
に
よ
る
献

花
で
執
り
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

慰
霊
碑
に
は
、「
当
社
の
発
展
に
尽

く
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
か

ら
感
謝
す
る
」「
災
害
で
尊
い
命
を
捧

げ
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
て
心
よ
り

ご
冥
福
を
祈
る
」
と
い
う
二
つ
の
思

い
が
込
め
ら
れ
、「
報ほ

う

恩お
ん

謝し
ゃ

徳と
く

」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
慰
霊
碑
は
安
定
し
た
土
台

の
も
と
、
人
を
大
切
に
す
る
当
社
の

イ
メ
ー
ジ
を
表
す
と
共
に
、
慰
霊
碑

の
本
体
は
横
か
ら
見
る
と
タ
ー
ビ
ン

の
車
室
が
連

想
で
き
る
よ

う
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い

ま
す
。

慰
霊
碑
は
、

社
員
の
皆
さ

ん
や
退
職
者

の
方
々
が
平

日
で
あ
れ
ば

い
つ
で
も
自

由
に
参
拝
で

き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

＊
会
議
等
で
九
階
多
目
的
ホ
ー
ル
が
使

用
さ
れ
て
い
る
時
な
ど
は
、
不
可
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
参
拝
さ
れ
た
退
職
者
の
方
々

が
記
帳
が
で
き
る
よ
う
、
本
店
一
階

受
付
に
芳
名
帳
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
様
子
は
社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

創
立
六
十
周
年
記
念
行
事
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
担
当
：
野
中
、
美
山
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四
月
二
十
一
日
、
九
州
電
力
㈱
新

大
分
発
電
所
構
内
で
、
第
3
号
系
列

（
第
4
軸
）
増
設
工
事
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
台
座
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
九
州
電
力
㈱
発
電
本

部
火
力
部

辻
部
長
、
同
社
新
大
分

発
電
所
長
兼
新
大
分
発
電
所
建
設

所

岡
田
所
長
な
ど
関
係
者
約
八
十

名
が
参
列
し
、
当
社
か
ら
は
、
木
村

プ
ラ
ン
ト
建
設
本
部
長
、
宮
本
新

大
分
建
設
所
長
が
参
列
し
ま
し
た
。

神
事
で
は
、
九
州
電
力
㈱
辻
部
長

と
当
社
木
村
本
部
長
が
台
座
式
の
儀

を
務
め
ま
し
た
。
台
座
式
の
儀
で
は
、

『
エ
イ
！
エ
イ
！
エ
イ
！
』
の
掛
け

声
と
と
も
に
発
電
機
固
定
用
の
ボ
ル

ト
に
ナ
ッ
ト
を
締
め
付
け
て
い
き
ま

す
。
儀
式
は
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中

で
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
、
参
列
者

選ばれる企業を目指して

原子力発電所再稼働に向けた新規制基準対応工事に対して、全社大で多くの方々に応援していただきあ

りがとうございます。

現在、火力発電所においては春季定修工事が最盛期を迎えています。川内原子力発電所 1号機では使用

前検査が始まり、原子力再稼働への期待が高まりつつあります。また、玄海原子力発電所 3／ 4号機は、

他所応援で残った社員並びに協力会社社員で可能な安全対策工事等を粛々と実施しています。

そして、また昨年度の反省として、我が社が実施するすべての工事において、特に作業安全管理の充実・

徹底による労働災害ゼロ・品質不適合ゼロの達成が切望されています。

このような中、原子力発電所の運転差し止めを求めた仮処分申し立てに対して、相反する司法判断が下

され、現在実施中の安全対策が許容されるレベルか否か、一石を投じられた状況です。今更ながら、終わ

りなき原子力安全向上の課題認識を新たにし、改善に努めねばならないと痛感しています。

ところで、電力システム改革による発電事業全面自由化により、他電力、自家発電を持つ企業、石油・

ガス事業者や再生可能エネルギー供給事業者が発電分野に参入し、発電コスト競争力の追求が高まります。

これらの企業に対する同業他社等との競争において、我が社が優位に事業を推進するためには、個人やチ

ームの技術力、施工管理能力、顧客信頼性、顧客満足度の面で常に卓越していることが求められます。即ち、

お客さま視点で本来業務・事業活動を推進し、社員や周囲に共感を与え、お客さまから信頼され選ばれる

企業であり続ければ、当社の展望が開けるでしょう。そして、そうなることを期待しています。

サバイバルプランの目標は、当該年度の成果を出すことだけでなく、今後の厳しい経営環境を乗り越え

成長するための意識改革・組織づくりをすることです。サバイバルプラン終了後も、自発的に取り組む組

織風土が醸成され、社員一人ひとりが自立して活躍するように、全力で改革に挑んでいただきたいと考え

ます。

我が社を取り巻く経営環境は今後大きく変化しますが、「社員一人ひとりの行動が会社の顔であること」

を常に念頭に置いて、変わらぬ基本行動（社憲・行動指針）を社員全員が実践し、これからの難局を乗り

越えましょう。

最後に、継続は力なりです。一日一日の変化は小さくて目に見えませんが、「継続」すれば、いつしか

自分が目指した目標をはるかに超えて、大きく成長している自分を発見できます。

ご安全に！

▲台座式は、厳かな雰囲気で執り行われました

幹部メッセージ

執行役員
玄海原子力第二事業所長  

櫻 木　照 夫
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分
発
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3
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系
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第
4
軸
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設
工
事

タ
ー
ビ
ン
発
電
機
台
座
式
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執
り
行
わ
れ
る

▲台座式の儀を行う木村本部長

〔
創
立
六
十
周
年
記
念
行
事
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〕

慰
霊
碑
を
建
立
し
、除
幕
式（
慰
霊
祭
）を
執
り
行
う

新
大
分
建
設
所

総
務
部

▲慰霊碑全体

▲慰霊のことばを述べる溝辺社長

▲慰霊碑除幕の瞬間

工事概要
工事名称：�新大分発電所第3号系列（第4軸）増

設工事のうち、主要機器据付、煙道据
付、屋外配管及び架構据付、HRSG据
付他工事

施　　主：九州電力㈱
所 在 地：大分県大分市大字青崎
出　　力：�48万kw（発電所総出力277.5万kw）
発電方式：複合発電（コンバインドサイクル）
燃　　料：液化天然ガス

は
今
後
本
格
化
す
る
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。




